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令
和
元
年
度
総
会
が
去
る
、
５
月
２２
日
困
東

京
飯
田
橋
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
バ
レ
ス
四
季
の

間
に
於
い
て
、
Ｈ
時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
新
入
会
員
証
書
の
授
与
並

び
に
四
柱
推
命
研
修
の
修
了
書
の
授
与
が
行
わ

れ
、
次
い
で
総
会
成
立
宣
言

（現
会
員
数
６１
名

出
席
会
員
２６
名
　
委
任
状
提
出
会
員
２０
名

計
４６
名
７
５
．
４
％
で
規
約
第
６
章

。
第
２４
条

の
規
定
に
よ
り
成
立
）
の
報
告
が
あ
り
、
議
事

録
署
名
人
の
選
出

（平
塚
清
倖
先
生

。
石
井
紀

子
先
生
）
が
さ
れ
、
議
長
に
大
澤
慧
峻
会
長
が

席
に
着
き
総
会
の
開
会
宣
言

し
直
ち
に
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
内
容
は
第

一
号
議
案

の
平
成
３ｏ
年
度
事
業
報
告

・

第
二
号
議
案
の
平
成
３０
年
度

決
算
報
告

・
監
査
結
果
報
告

が
行
わ
れ
質
疑
お
よ
び
質
問

つ
い
て
求
め
た
と
こ
ろ
意
義

が
な
く
、
拍
手
多
数
で
承
認

さ
れ
。
次
に
令
和
元
年
度
取

組
み

（案
）

。
令
和
元
年
度

事

業

計

画

（姜
一木
）　
　
・
〈
「

和
元
年
度
収

支

予

算

書

（案
）

・
規

約
改
定
は
第

１８
条
田
項
本

会
は
理
事
会

の
承
認
を
得

て
名
誉
顧
間
、

相
談
役
を
置

く
こ
と
が
出

来
る
、
役
員

改
選
で
は
理

事
に
中
原
紫

雲
先
生

・
高

橋
末
也
先
生
、

参
事
に
平
塚

清
倖
先
生

。

石
井
紀
子
先

生

・
土
橋
悠

叶
先
生
を
す
る
が
あ
り
、
拍

手
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
総

会
は
閉
会
と
な
つ
た
。
な
お
、

ご
寄
付
を
福
田
有
宵
先
生
、

大
澤
慧
峻
先
生
、
山
中
緑
峰

先
生
、
小
林
史
佳
先
生
、
山

城
鳳
稽
先
生
、
豊
山
勝
麗
先

生
、
三
橋
通
孝
先
生
よ
り
頂

き
ま
し
た
事
を
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

総
会
記
念
の
集
合
写
真
撮

影
に
続
い
て
懇
親
会

へ
と
進

み
１５
時
総
会

・
懇
親
会
は
終

了
し
た
。

皆
さ
ん
今
日
は
ご
多
忙
中

の
所
、
当
会
の
総
会
に
ご
参

加
下
さ
い
ま
し
て
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
に
は
日

頃
よ
り
会
の
運
営
に
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
ご
多
忙
中
の
と
こ

ろ
、
総
会
の
た
め
、
日
本
占

術
協
会
会
長
、
Ｎ
Ｏ
Ｐ
法
人

岳
易
館

。
有
宵
会
会
長
、
合

わ
せ
て
当
会
の
名
誉
顧
間
で

も
あ
り
ま
す
、
福
田
有
宵
先

生
に
ご
臨
席
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
ｃ

さ
て
、
平
成
３０
年
度
も
、

お
蔭
様
で
計
画
目
標
は
、
ほ

ぼ
達
成
を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
ｃ
こ
れ
は

一
重
に
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物

と
咸
い謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
重
点
目
標
は
、
第

一
に
会
員
の
増
加
、
第
二
は

研
修
会
の
実
施
、
第
二
は
運

命
宝
鑑
の
販
売
、
第
四
は
親

睦
の
た
め
の
諸
行
事
と
し
て
、

公

悪

藝

ム、
新
矢

ム、
昨

年
新
た
に
取
り
入
れ
た
親
睦

行
事
な
ど
を
柱
と
し
て
実
施

の
予
定
で
す
。

以
上
微
力
な
が
ら
、
執
行

役
員

一
同
目
標
に
向
け
て
努

力
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
、
日
時
場
所

平
成
３１
年
３
月
１４
日

企
ハ
）

１５
時
～
１７
時

高
田
馬
場
１
丁
目

　

「喫

茶
室
ル
ノ
ア
ー
ル
」

二
、
出
席
　
役
員
４
名

山
中
緑
峰
、
小
林
史
佳
、

山
城
鳳
程
、
幸
樹
美
生

定
刻
に
至
り
、
山
中
副
会

長
は
議
長
席
に
つ
き
、
開
会

を
宣
言
し
直
ち
に
議
事
に
入

亀三
、
議
事
内
容

［

平
成
３１
年
度
の
人
事
に

つ
い
て

①

福
井
常
任
理
事
の
退

会
届
に
つ
い
て

退
会
届
は
受
理
す
る
。

②

常
任
理
事
は
欠
員
の

ま
ま
と
す
る
。

国

平
成
３１
年
度
の
研
修
会

の
日
程
に
つ
い
て

①

計
画
通
り
と
す
る

②

内
容
は

「手
相
」

③

講
師
は
幸
樹
先
生

一二‐

平
成
３１
年
の
運
命
宝
鑑

に
つ
い
て

①

５
月
に
検
討
会
議
を

行
ンス

四

そ
の
他

①

会
計
担
当
の
幸
樹
先

生
の
体
調
不
調
で
あ
る
が
、

現
在
の
ま
Ｘ
得
ヨ
を
続
け
る
。

②

３
月
２６
日

臨
時
幹
部

役
員
会
を
行
，２

定
刻
に
至
り
、
山
中
副
会

長
は
閉
会
彙笙
亘
言
し
終
了
し

た
。

一
、
日
時
場
所

平
成
３１
年
３
月
２６
日

（火
）

１３
時
～
１６
時

墓
示
銀
圧

異
一術
一条
不
郎
」

３
階
会
議
室

二
、
出
席

役
員
７
名

出
席
６
名
　
欠
席
１
名

大
澤
慧
峻
、
山
中
緑
峰
、

小
林
史
佳
、
山
城
鳳
稽
、

幸
樹
美
生
、
中
城
玉
聖
、

定
刻
に
至
り
、
大
澤
会
長

は
議
長
席
に
つ
き
、
開
会
を

官
一百
し
直
ち
に
議
事
に
入
る
。

三
、
議
事
内
容

［
平
成
３１
年
２
月
末
現
在
の

会
計
状
況
報
告

①

人
員
関
係
に
つ
い
て

。
入
会
会
員

天
　
一麗
　
先
生
　
３１
年
２
月

・
退
〈
天
ム員

福
井
虎
睦
先
生
　
３１
年
３
月

②

会
計
収
支
状
況
に
つ

い
て。

資
料
に
基
づ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
た

。
年
会
費
未
納
者
は
２
名

③

平
成
３０
年
年
会
費
及

び
３１
年
運
命
宝
鑑
受
注
と
入

金
状
況

。
資
料
基
づ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
た

。
年
会
費
の
未
納
入
者
は

２
名
・。

④

平
成
３０
年
研
修
会
状

況

・
予
定
通
り
終
了
、
収
益

は
若
干
の
黒
字
、
修
了
書
は

総
会
時
に
配
布
。

⑤

決
算
の
見
通
し
の
つ

い
て。

次
年
度
繰
越
金
に
見
通

し
１
０
０
万
円

国

会
長
退
任
の
伴
う
執
行

役
員
人
事
に
つ
い
て

①
役
員
の
変
更
に
つ
い
て

。
山
中
副
会
長
を
会
長
代

行
と
し
任
期
満
了
ま
で
担
当

す
る
。

。
福
井
常
務
理
事
退
会
に

伴
う
欠
員
補
充
は
し
な
い
。

②
仕
事
の
役
割
分
担
に
つ

い
て。

資
料
の
内
容
通
り
と
す

る

③
研
修
会
の
項
目
と
先
生

に
つ
い
て

，
項
目
は
手
相

。
人
相
の

２
本
立
と
す
る

。
先
生
は
手
相
は
幸
樹
先
生

人
相
は
中
城
先
生

ｏ
日
程
は
６
月
・８
月
・１０
月

・１２
月
・２
月
の
木
曜
日
。

定
刻
に
至
り
、
大
澤
会
長

一
、
日
時
場
所

平
成
３１
年
４
月
１８
日

（本
）

１０
時
～
１２
時

墓
県銀
座

「美
餌
灸
護
郎
」

３
階

会
議
室

二
、
出
席

役
員
５
名
　
監
査
２
名

大
澤
慧
峻
、
小
林
史
佳
、

山
城
鳳
程
、
幸
樹
美
生
、

中
城
玉
聖
、
佐
藤
茂
雄

藤
田
庸
宰

定
刻
に
至
り
、
大
澤
会
長

は
議
長
席
に
つ
き
、
開
会
を

官
一言
し
直
ち
に
議
事
に
入
る
。

二
、
議
事
内
容

大
澤
会
長
作
成
の
資
料
と

説
明
に
よ
り
議
事
を
進
行
し

た
ｃ
な
お
幹
部
役
員
会
に
つ

い
て
は
、
佐
藤
監
査
役

。
藤
一

田
監
査
役
は
退
席
後
議
事
を
．

進
行
し
た
。

［
　
平
成
３０
年
度
会
計
監
査

佐
藤
茂
雄
監
査
役

・

藤
田
一量
墓

纂査
役
の
２
名
で

行
わ
れ
た
。

①
収
入
支
出
の
内
訳
及
び

月
別
決
算
書
に
よ
る
現
金
預

金
残
高
の
確
認

②
会
費
徴
収
状
況
と
加
入

者
と
退
会
者
の
確
認

③
３０
年
度
暦
の
販
売
と
入

金
状
況
の
確
認

④
総
会

。
新
年
会

・
研
修

会
の
参
加
と
入
出
金
の
状
況

確
認⑤

帳
票
類
と
出
納
帳
及
び

預
金
通
帳
の
確
認

以
上
監
査
の
結
果
正
し
く

計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
終
わ
っ
た
。

定
刻
に
至
り
、
大
澤
会
長

は
閉
〈不
笙
一旦
一一申し
終
了
し
た
。

一
．
日
時
場
所

平
成
３１
年
４
月
１８
日

（木
）

１３
時
～
１６
時

東
京
銀
座

「美
術
家
会
館
」

４
階
会
議
室

一
丁

出
席
理
事
１２
名

（必
要
参
加
人
数
１１
名
／
９

名
日
過
半
数
に
た
め
決
議
で

き
る
）

大
澤
慧
竣
、
山
中
緑
峰
、

小
林
史
佳
、
山
城
鳳
稽
、

幸
樹
美
生

。
中
城
亜
聖

松
本
百
栗
、
三
橋
通
孝
、

鳥
羽
浩
嵩
、
山
藤
恵
幸

定
刻
に
至
り
、
大
澤
会
長

は
議
長
席
に
つ
き
、
開
会
宣

言
し
直
ち
に
議
事
に
入
る
。

三
．
議
事
内
容

Ｈ

平
成
３０
年
度
の
実
績
に

つ
い
て

①

監
査
結
果
に
つ
い
て

。
平
成
３１
年
４
月
１８
日

１０
時
～
Ｈ
時
に
間
、
佐
藤
茂

雄
監
査
役

・
藤
田
庸
宰
監
査

役
の
２
名
で
行
わ
れ
た
。

イ

収
入
支
出
の
内
訳
及

び
月
別
決
算
書
に
よ
る
現
金

預
金
残
高
の
確
認

口

会
費
徴
収
状
況
と
加

入
者
と
退
会
者
の
確
認

ハ

３１
年
度
暦
の
販
売
と

入
金
状
況
の
確
認

二

総
会

。
新
年
会

・
研

修
会
の
参
加
と
入
出
金
の
状

況
確
認

ホ

帳
票
類
と
出
納
帳
及

び
預
金
通
帳
の
確
認

以
上
監
査
の
結
果
正
し
く

計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
終
わ
っ
た
。

②

行
事
結
果
に
つ
い
て

別
紙
資
料
に
基
づ
き
、
大

澤
〈
奪
（よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

□

令
和
元
年
度
の
取
組

に
つ
い
て

①

全
祖
左
度
ス
ク
ジ
ュ
ー

ル
の
確
認

②

令
和
元
年
度
総
会
提

出
議
題
に
つ
い
て

別
紙
資
料
に
基
づ
き
、
大

澤
〈
奪
（よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

口

そ
の
他

①

省
目
（名
簿
に
つ
い
て

。
理
事
２
名
追
加
す
る

。
参
事
５
名
追
加
す
る

。
会
長
代
行
と
し
て
山
中

副
会
長
を
あ
て
る
．

定
刻
に
至
り
、
大
澤
会
長

は
、
閉
会
を
宣
言
し
終
了
し

た
ｃ
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今
後
の
予
定

令
和
元
年
９
月
１２
日
困

第
一
回
理
事
会

令
和
元
年
１０
月
２４
日
困

第

二
回
幹
弁
響
果
ム

令
和
元
年
１０
月
２４
日
困

第

二
回

研
修
会

令
和
元
年
Ｈ
月
Ｈ
日
口

バ
ス
旅
行

（日
光
方
一∪

令
和
元
年
１２
月
１２
国
内

第
四
回
幹
郡
響
県
〈云

令
和
元
年
１２
月
１２
日
一困

第
四

研
修
〈云

九
年
の
行
事
予
定
で
す

一
、
日
時
場
所

令
和
元
年
６
月
２０
日

（木
）

ｏ
時
～
１２
時

墓
県銀
座

「美
廻
一会
ム館
」

３
階

会
議
室

二
、
出
席

役
員
６
名

大
澤
〓忌
峻
、
山
中
緑
峰
、

小
林
鼻
焦

山
城
鳳
程
、

幸
樹
美
生
、
中
城
玉
聖
、

定
刻
に
至
り
、
大
澤
会
長

は
議
長
席
に
つ
き
、
開
会
を

官
一言
し
直
ち
に
議
事
に
入
る
。

三
、
議
事
内
容

［

令
和
元
年
度
人
事
に
つ

い
て総

員
数
６
７
名
に
変
更
あ

り

（別
紙
の
通
り
）

。
新
規
会
員
６
名

中
里
有
希
先
生

山
田
妃
立電
先
生

Ｒ
ｉ
ｋ
ｏ
」先
生

智
奈
未
　
先
生

あ
ゆ
み
い
な
先
生

土
呂
直
史
先
生

。
退
〈
天
苔
貝
１
名

森
田
晃
有
先
生

］

令
和
元
年
５
月
末
現
在

会
計
の
進
捗
状
況

決
算
資
料
に
よ
る
。

口

令
和
２
年
の
運
命
宝
鑑

つ
い

て

①

現
在
の
受
注
状
況
確

認
と
薫́
圧
見
通
し

６
月
２０
日
現
在
で
約

１
２
０
０
冊
の
一学
江

②

発
注
数
と
販
売
方
法

・
発
圧
冊
数
　
１
４
０

０
冊

・
販
売
方
法

今
後
努

力
す
る

③

そ
の
他

　

な
し

四

令
和
元
年
度
今
後
の
各

主
要
一彗
の
一鼎
贅
」ス
燃
ン
ユ
ー

ル
の
確
認

①

研
修
会
、
幹
部
役
員

〈
不
　
岬
生
畢
入
不

螺
催
年
ム
＾
　
抑税

睦
行
事
な
ど

。
研
修
会
。
理
事
会

。
新

年
〈
藤
寺
は
予
定
通
り

。
幹
郡
會
具
ム

臨
時
役

員
会
を
７
月
Ｈ
日
池
袋
で
開

催
②

親
睦
行
事

の
方
針

（何
を
す
る
か
？
　
次
期
を

ハ
ッ
キ
リ
さ
す
０

担
当
は
？
）

・
臨
時
役
員
会
で
決
め
る

国

そ
の
他

①

講
師
派
遣
に
つ
い
て

（窓
口
は
？
　
方
法
　
費
用

な
ど
）

・
ハ
一な
締
姪
続
で
給
鈴討

②

会
員
証
に

つ
い
て

（採
用
の
是
非

費
用
負
担

は
？
　
発
行
タ
イ
ミ
ン
グ
は

担
当
は
）

・
発
行
す
る
　
今
後
詳
細

に
つ
い
て
は
継
続
検
討

四
．
次
回
幹
部
役
員
会
に
つ

い
て
確
認

①

日
時
　
８
月
２２
日
困

時
間
　
１０
時
～

国

場
所
　
美
術
家
会
館

定
刻
に
至
り
、
大
澤
会
長

は
閉
会
を
宣
言
し
終
了
し
た
。

一
、
日
時
場
所

令
和
元
年
７
月
Ｈ
日

（本
）

Ｈ
時
～
１４
時

東
京
池
袋
　
築
地
玉
寿
司

二
、
出
席

役
員
５
名

山
中
緑
峰
、
小
林
史
佳
、

山
城
曇
喧

幸
樹
美
生
、

中
城
玉
聖
、

定
刻
に
至
り
、
山
中
副
会

長
は
議
長
席
に
つ
き
、
開
会

を
宣
言
し
直
ち
に
議
事
に
入

る
。

三
、
議
事
内
容

［

令
和
元
年
６
月
末
現
在

会
計
進
捗
状
況

決
算
資
料
に
よ
る

国

令
和
２
年
運
命
宝
鑑
に

つ
い
て

①

掲
載
者
は
３２
名
と
な

る

②

発
注
数
は
１
４
０
０

冊
と
し
、
価
格
は
据
置
で
交

渉
す
る

（小
林
副
会
長
）
〓

日

令
和
元
年
年
会
費
徴
収

状
況
　
　
　
資
料
に
よ
る
３

四

親
睦
行
事
に
つ
い
て

①

開
催
日
　
Ｈ
月
Ｈ
日

口
と
す
る
。

②

内
容
に
つ
い
て

ｏ
バ
ス
日
帰
り
旅
行
と
す

ス
%

・
行
先
　
日
光
方
面
と
す

ス
%

。
募
集
人
数
　
２
５
名

。
費
用
　
１
万
２
千
円
か

ら
１
万
３
千
円
と
す
る

③

詳
細
に
つ
い
て

小
林
副
会
長

。
中
城
常

務
が
８
月
２２
日
困
ま
で
に
、

費
用
明
細
の
見
積
も
り
を
取

り
役
員
会
で
審
議
し
募
集
を

行
う
こ
と
と
す
る
。

四
、　
そ
の
他

次
回
幹
部
省
果
ム

８
月
２２
日
１０
時
～
１２
時

美
術
家
会
館
に
て

第
２
回
研
修
会

８
月
２２
日
１３
時
～
で
栗
施
。

定
刻
に
至
り
、
山
中
副
会

長
は
閉
会
を
宣
言
し
終
了
し

た
。

一
、
日
時
場
所

令
和
元
年
８
月
２２
日

（木
）

１０
時
～
１２
時

墓
中彿
座

「美
一何
一灸
藤
賄
」

３
階

会
議
室

二
、
出
席
　
役
員
６
名

大
澤
慧
峻
、
山
中
緑
峰
、

小
林
塁
焦

山
城
鳳
祀
、

幸
樹
美
生
、
中
城
玉
聖

定
刻
に
至
り
、
大
澤
会
長

は
議
長
席
に
つ
き
、
開
会
を

官
一言
し
直
ち
に
議
事
に
入
る
。

三
、
議
事
内
容

［

令
和
元
年
７
月
末
現
在

の
会
計
状
況
報
告

①

人
事
関
係
に
つ
い
て

（別
紙
の
通
り
）

総
員
数
６６
名
に
変
更
な
し

②

会
計
収
支
状
況
に
つ

い
て

決
一一昇
資
料
に
よ
る
。

③

令
和
元
年
年
会
費
及

び
令
和
２
年
運
命
宝
鑑
受
注

と
入
金
状
況

別
紙
資
料
に
よ
る

年
会
費
未
納
者
に
は
９
月

に
請
求
を
行
”λ

運
命
宝
鑑
の
代
金
未
納
者

に
つ
い
て
は
、
運
命
宝
鑑
納

入
後
に
議亜
水
を
行
，２

④

令
和
元
年
研
修
会
状

況
第
１
回
は
令
和
元
年
６
月

２０
日
実
施
　
参
加
人
数

会
員
１４
名

会
員
外
２
名

第
２
回
は
本
国
実
施

Ｌ

令
和
２
年
の
運
命
宝
鑑

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

①

発
注
冊
数
と
販
売
方

法
の
確
認

発
注
数
　
１
４
０
０
冊

販
売
数

１
２
３
３
冊

購
入
金
額
　
６
６
０
円
／

冊
　
送
料
別

②

利
益
見
通
し
と
対
策

利
益
計
画
の
内
容
の
販
売

に
努
力
す
る
。

日

９
月
理
事
会
提
出
議
題

に
つ
い
て

①

８
月
末
経
営
実
績

月
別
決
算
書

・
会
費

徴
収
状
況

・
暦
発
注
者
及
び

入
金
状
況
表
に
て
説
明

②

Ｈ
月
Ｈ
日
口
　
親
睦

旅
行
に
つ
い
て
　
ご
案
内
は

会
員
全
員
に
郵
送
と
会
報
に

掲
載バ

ス
旅
行
の
ご
案
内
で
説

明
③

次
期
会
長
人
事
に

つ

て

選
挙
管
理
委
員
会
の
立
ち

上
げ
会
長
候
補
の
受
付

（推

薦
人
３
名
が
必
要
）
会
報
に

掲
載④

会
員
証
に
つ
い
て

現
在
検
討
中

⑤

そ
の
他
　
な
し

四

今
後
の
各
所
要
行
事
の

回
数
と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
確

認
①

幹
部
役
員
会

。
研
修

会

・
親
睦
旅
行

。
新
年
会

・

監
査

・
総
会
な
ど

予
定
通
り
実
施
。

‐５１

そ
の
他

会
報
担
当
者
を
募
集
す

る
ｃ

次
回

幹
部
省

具
ム

ー０
月
２４
日
困
一　
１０
時
～
　
１３

時
～
研
修
会

定
刻
に
至
り
、
大
澤
会
長
は

閉
会
た笙
亘
言
し
終
了
し
た
。
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懇
握
参
加
摯
Ｆ
だ

〈Ｊ
相
元
年
６
月
２３
国
に
グ

ラ
ン
ド
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
肢
総
（ム

後
の
懇
親
会
に
当
会
よ
り
３

名
の
先
生
が
出
席
さ
れ
ま
し

緑

峰

先
生

史

佳

先
生

律

子

先
生

キ‐
′、て,

水 小 山

野 林 中

三
、
暗
剣
殺

年

・
月
で
五
黄
殺
の
反
対

方
位
で
、
他
動
的
に
災
い
を

招
く
凶
位
で
、
自
分
で
知
ら

な
い
内
に
外
部
か
ら
他
動
的

に
災
い
を
こ
う
む
る
方
位
で
、

突
然
的
に
発
現
し
ま
す
。

☆
南

（頂
上
運

・
離
宮
の
暗

剣
殺
を
犯
し
た
場
合

（九
紫

中
宮
の
年

。
月

ｏ
日
）
ど
の

よ
う
な
現
象
が
起
き
る
か

時
と
場
合
に
よ
つ
て
は

一
時

的
に
よ
く
見
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
が
結
局
は
凶
災
の
現

象
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
裁
判
上
の
問
題
、
訴
訟

ご
と
が
お
き
、
場
合
に
よ
つ

て
は
刑
を
う
け
て
入
獄
す
る

難
を
受
け
る
こ
と
も
起
き
て

き
ま
す
。
ま
た
警
［察
ざ
た
に

な
っ
た
り
、
脱
税
行
為
を
摘

発
さ
れ
た
り
、
ま
た
首
吊
り

自
殺
や
他
殺
死
体

（首
を
し

め
ら
れ
て
窒
息
死
）
な
ど
の

事
件
に
か
か
わ
り
を
も
つ
現

象
も
発
現
い
た
し
ま
す
。
営

業
面
は
不
振
に
落
ち
入
り
、

特
に
遠
方
と
の
取
引
や
交
渉

ご
と
は
物
別
れ
と
な
つ
て
大

損
宝
昇
一ゝ碁番
￥
子
｛〕
サ
フ
リ
ー

マ
ン
は
左
遷
さ
れ
る
は
め
と

な
り
、
使
用
人
や
部
下
の
者

が
。
犯
し
た
不
正
行
為
か
ら

迷
惑
を
受
け
る
こ
と
が
起
き

ま
す
ｃ
あ
る
い
は
、
秘
密
ご

と
が
露
見
し
て
窮
地
に
追
い

込
ま
れ
、
場
合
に
よ
つ
て
は

夜
逃
げ
す
る
こ
と
さ
え
あ
り

ま
す
。
ま
た
放
火
、
類
焼
、

ま
た
は
自
一家
出
火
に
よ
る
火

災
な
ど
起
き
や
す
く
、
特
に

昼
に
あ
り
が
ち
で
す
。
こ
の

凶
方
位
を
犯
し
て
い
る
と
き

は
、
た
と
え
火
災
保
険
に
は

い
て
い
て
も
保
険
金
は
役
に

立
た
ず
、
焼
死
者
や
怪
我
人

な
ど
を
だ
し
て
最
悪
の
状
態

に
な
る
こ
と
が
お
こ
り
ま
す
。

家
庭
内
も
め
ご
と
多
く
、
家

族
の
者
が
、
支
離
滅
裂
の
状

態
と
な
り
ま
す
。
小
さ
な
こ

と
で
は
、
高
価
な
眼
鏡
が
割

れ
た
り
、
落
と
し
た
り
、
形

見
の
眼
鏡
を
置
き
忘
れ
る
な

ど
し
て
夫
婦
暗
唾
Ｌ
な
り
、

そ
れ
が
も
と
で
離
婚
す
る
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

縁
談
は
最
悪
で
、
ほ
ど
ん
と

が
破
綻
と
な
る
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
。
健
康
面
で
は
、
回

復
の
見
込
み
は
あ
た
ず
。
特

に
一贈
腸
ガ
ン
、
曜
Ｋ
曇
黙
、　
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
、
憂
う
つ
病
、
眼

病
、
脳
浴
血
、
心
臓
マ
ヒ
等

の
疾
患
な
ど
悪
現
象
が
生
じ

う
傾
回
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

研
修
バ
ス
旅
行
を
開
催
し
ま

す
′^。
是
年
オご
参
柿
押下
キ
Ｃ
い
。

一
、
日
時
　
Ｈ
月
Ｈ
日
例

二
、
旅
行
先

日
光
東
照
官

・
輪
王
寺

・

二
荒
山
神
社

二
華
厳
の
滝

三
、
費
用
　
１
万
３
千
円

（バ
ス
代

・
昼
食
代
含
む
）

御
朱
印
代
は
個
人
負
担
と

な
り
ま
す
。

会
費
は
当
日

ｏ
会
場
で
徴

収
い
た
し
ま
す
。

四
、
集
合
時
間８

時
３
０
分

出
発
時
間９

時
０
０
分

五
、
集
合
場
所

新
宿
駅
西
口

工
学
院
大
学
前

六
、
そ
の
他

。
定
員
　
２５
名

・
参
加
希
望
者
は
所
定
の

用
紙
に
記
入
し
、
山
中
緑
峰

副
会
長
ま
で
送
付
下
さ
い
。

・
解
散
は
新
宿
駅
西
日
午

後
８
時
５０
分
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

詳
細
は
、
送
付
さ
れ
ま
し

た
資
料
を
ご
参
照
下
さ
い
ｃ

平
成
３１

・
令
和
元
年
度
の

会
員
の
動
向
に
つ
い
て

。
新
入
会
員
　
６
名

中
里
有
希
先
生
　
３１
年
４
月

山
田
妃
竜
先
生
　
元
年
５
月

”
Φ
円５

ミ
ロ
先
生
元
年
５
月

智
奈
未
　
先
生
　
元
年
５
月

あ
ゆ
み
い
な
先
生
元
年
５
月

土
呂
直
史
先
生
　
元
年
５
月

・
退
会
会
員
　
２
名

福
井
虎
睦
先
生
　
３１
年
３
月

森
田
晃
有
先
生
　
３１
年
４
月

編

集

後

記

令
和
を
迎
え
最
初
の
会
報

と
な
り
な
し
た
。
新
し
い
元

号

「令
和
」
は
万
葉
集
で
梅

を
詠
ん
だ
歌
に
由
来
す
る
そ

う
で
す
ｃ
立思
味
は

「人
々
が

美
ｔ
く
心
を
寄
せ
合
つ申
，で
、

文
化
が
生
ま
曇
日
つ
」
で
す
３

七
月
下
旬
ま
で
し
の
ぎ
や

す
い
お
天
気
で
し
た
が
、
急

に
夏
日
・
猛
暑
日
と
な
り
、

人
月
下
旬
に
秋
到
来
を
感
じ

る
様
な
し
の
ぎ
や
す
さ
、
異

常
星
一碁
姿
”
せ
い
で
十
（
熟
体
・
・
・。

九
州
。中
国
。
四
国
の
方
々

に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
命
に
係
わ
乙
象
雨
、
こ

れ
ぬ
巻
曇
（ト
レよ
う
で
す
か
。

お
隣
の
国

「韓
国
」
、
早

い
時
期
に
仲
良
く
良
い
関
係

に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り

ま
す
。

ノヽ 四 ハ

七 九

五

会
費
未
納
の
〈
否
吾
』！

令
和
元
年
度
の
年
〈馨
（が

未
納
に
〈
苔
員
の
方
は
９
月
末

日
ま
で

納
入
を
お
願
い
致

し
ま
ｔ

年
会
費
は
会
の
）馨
呂
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
■ヽ

振
込
先
口
座
は

全
日
本
導
２
一ス
ム
の

『ゆ
う
ち
ょ
銀
行
』
で

ｔ旦
螢
倉
万
『
ｌ
ｏ
ｏ
５
ｏ
ｌ

６
２
１
２
９
５
８
１
』
′ァＬ
振

「スや
上
Ｏ
い
。

顆協́鰺

ハ霜

一翠

の
群
贅

一が

実
施
さ
れ
ま
し
た

令
和
元
年
の
研
修
会

内
容
は
人
相

。
手
相

講
師
　
中
城
玉
聖
先
生

幸
樹
美
生
先
生

が
担
当
し

第

一
回
は
令
和
元
年
６
月

２０
日
困
１３
時
～
１６
時
の
間
、

美
笙̈
一灸
云
館
５
階
会
議
室
に

く

出
席
者
は
１６
名
で
し
た
。

第
二
回
は
令
和
元
年
８
月
２２

日
困
１３
時
～
１６
時
の
間
、
美

術
家
会
館
５
階
会
議
室
に
て

開
催
さ
れ
。
出
席
者
は
１０
名

で
し
た
ｃ

人
相
は
顔
の
形
に
は
二
つ

の
基
本
形
が
あ
り
、
心
理
的

特
徴
な
ど
な
ど
を
２
回
に
分

け
て
説
明
が
あ
っ
た
。

手
相
は
手
の
形
、
人
大
基

本
線
、
小
さ
い
線
、
丘
の
名

称
を
。
２
回
目
は
サ
イ
ン
、

マ
ー
ク
の
音
中味
、
生
命
線

・

運
命
線
の
流
年
法
、
五
本
の

指
の
意
味
な
ど
の
勉
強
を
し

ま
し
た
。

人
相
も
手
相
も
初
心
者
向

け
の
勉
強
か
ら
で
し
た
。

次
回
は
１０
月
２４
日
困
で
す
、

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
内
容

で
す
。
お
集
り
下
さ
い
。

会
長
人
事
任
期
満
了
に

伴
う
会
長
立
候
補
の
受

付
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
で
役
員
の
任

期
が
満
了
致
し
ま
す
ｃ

令
和
２
年
度
は
新
役
員
で

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
ｃ
従
っ
て
、
会
長
人
事

に
つ
い
て
は
全
日
本
運
命
学

会
規
約
第
１２
条
に
よ
つ
て
選

挙
で
選
任
さ
れ
ま
す
。

会
長
に
立
候
補
さ
れ
る
方

は
会
員
３
名
の
推
薦
を
得
て

令
和
２
年
１
月
２０
日
ま
で
に

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
立
候

補
の
届
け
出
を
し
て
下
さ
い
ｃ


